IMS OneRoster Standard : Summary of version 1.1 Specification and its Adaptation in U.S. and Japan by 藤原 茂雄 & 久保 美那子
IMS OneRoster技術標準 : v1.1仕様概要と日米にお
ける普及状況










原稿受付	 2018年 10月 1日
発行	 2019年 5月 10日
IMS OneRoster 技術標準 : v1.1 仕様概要と日米における普及状況
IMS OneRoster Standard: Summary of version 1.1 Specification and its 
Adaptation in U.S. and Japan
藤原　茂雄１）　久保　美那子１）
Shigeo Fujiwara and Minako Kubo
１）株式会社 内田洋行
Today, not only higher education but many K-12 schools in Japan have started to utilize digital learning environment, 
which consists of multiple software products and systems. IMS OneRoster standard defines the data layout and methods 
to exchange class roster related data between those systems, to save the time of manual registration and streamline the 
basis of evidence-based education. This article describes about OneRoster v1.1 specification, number of conformant 
products and the very first adaptation trials in Japan.









































 • Enrollment/Class Roster/Rostering：クラス名簿。
主に生徒や教員がいずれのクラスに参加してい

































































 • Pullモデル : 学習系システムで APIを実装し、
SISが GETリクエストを発行して成績データ
を取得





図1　OneRoster 1.1 連携モデル [4]
























































































る伝送時の暗号化と、OAuth 1.0a Message Signing ま
たは OAuth 2.0 Bearer Tokenの利用が必須となって
いる [7]。
OAuth 2.0 Client Credential Grantの利用は、LTIな
ど IMS Globalの他の技術標準と共通のセキュリティ
仕様 IMS Security Frameworkで規定されており、今



































習管理 /支援システム）が多い。CSVと REST API
表2　OneRosterに対応した製品・サービス
（2018年 4月に調査）
Table	2  Products and services supporting OneRoster
（参考文献 10より引用）
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3.2.4 Resources 機能領域のデータモデル 
Reso rces 機能領域のデータモデルは、デジタル教
材リソースを表現する Resource 1 つのみである。
Resource はデータ伝達時には Course, Class と関連付






OneRoster では、REST API を用いたデータ連携に
おけるセキュリティ規約として、TLS 1.2 による伝送
時の暗号化とOAuth 1.0a Message Signing よる認証
が必須となる[7]。 
また OneRoster 1.1 では OAuth 2 Client Credential 
Grant による認証もオプションとして仕様に盛り込
まれており、今後の仕様のバージョンアップでは
OAuth 2 による認証が主となると考えられる。 
 
4. 採用事例や広がり 
4.1 OneRoster の認証取得 




OneRoster v.1.1 の認証取得においては、Rostering / 












4.2 OneRoster に対応し 製品・サービス 
2018 年 8 月 19 日現在、IMS Global のサイト[9]で
は、44 の製品・サービスが OneRoster 対応製品とし
て掲載されている（バージョンが異なるものは別製
品としてカウントされる）。2018 年 4 月 9 日に調査
した際の製品数は 33 であったため、この 4 ヶ月間で
11 の製品が新たに認証を取得したことになる。 
2018 年 4 月の調査結果を表 2 に示す。重複がある
ため、合計数は一致しない。 
表 2 OneRoster に対応した製品・サービス 
Table 2 Products and services supporting OneRoster 
(参考文献 10 より引用) 
認定製品数 33 
One Roster v1.0 17 
Provider (Export) 3 
CSV 3 
REST 1 
Consumer (Import) 16 
CSV 12 
REST 9 
One Roster v1.1 29 
Rostering 28 
Provider (Export) 8 
CSV 4 
REST 4 




Provider (Export) 3 
CSV 3 
REST 0 




Provider (Export) 4 
CSV 2 
REST 2 















OneRoster の認証を取得しており、IMS Global の技術
標準への準拠の動きが広がっていることが伺える。
一方、2018 年 5 月の IMS Global の大会 Learning 












とが伺える。一方、2018年 5月の IMS Globalの大
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